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?5 時 30 分、8 時間半にわたる長時間のシンポジウムが終了した。会食会に
移り、建物内のレストラン「赤おに」に移動。栖原教授をはじめ「留学生文
学賞」の面々が次々と声をかけられていた。一同が集まり、栖原教授は「気
楽な気持ちでやっているのに、こんな高尚な話を聞くと " やーめた " って言
えなくなるな」とジョークを言えば、郭さんは「10 回、20 回と続けてくだ
さいよ」と返す。留学生文学賞関係者の一人は「酔っ払いも無責任なことを
言うけど、学者は酔わずに無責任なことを言うもんだ」と。「留学生文学賞」
がボランティア運営されていると聞いて、トゥンマン武井典子さんは「知ら
なかった。みなさんすごいですね」と感心しきり。
　午後 7 時、ようやく長い一日が終わった小高い洛西のこの地はぐっと冷え
込み、遠方の客を送り出したキャンパスはふたたび静けさにつつまれていく
なか、わたしも、いい話をいっぱい聞けたな、とおもいながら京都駅に向か
いました。今回、日文研のみなさんには、このシンポジウムを成功させよう
というすごい情熱を感じました。サービス業にはない、ほんものの接待をい
ただきました。感謝です。??????????????（フリーライター）
[http://www.ryu-bun.org/news/jwr_symposium.html]
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